
　日暮れが早くなり、気温もぐっと下がり始める秋から冬にかけては、室内での活動が増えます。身体を動
かすことが大好きなホウカGO ！の子どもたちですが、この時期はじっくり作品づくりをしています。

　紙を折って、折り目の角や辺に
好きな色（水彩絵の具などを使い
ます）をしみこませ、さまざまな
模様を作って遊びました。色がま
じりあう不思議も体験。意図せず
ともできあがる模様の面白さに

「何度してもあきない！」との声
があがっていました。

　どんぐりを煮出して、染め物に
挑戦してみました。染色液につけ
たあと、色を定着させる媒

ばいせん

染も行
い、白い布が深みのあるベージュ
色に染まりました。石と輪ゴムを
使った絞り染めでの模様も、それ
ぞれの個性が光りました。

　黒の画用紙と、セロファンを
使ってステンドグラス風の工作
をしました。
　光に透かすとセロファンの色
が床に浮かぶなど、柔らかい色合
いが目に映り、とても美しいで
す。
　いつもの活動場所となってい
る中央公民館２階の集会室の窓
に、期間限定で展示しました。

たった一つの作品づくり

にじみ絵 どんぐりで染め物 簡単ステンドグラス

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。
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